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山形県小国町黒沢峠の敷石について
山野井　徹*・貝羽 哲郎**・保科 勝見***・五十公野 裕也****
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はじめに

　新潟県の下越と山形県の米沢盆地を結ぶ街道は伊達稙宗が羽越国境の大里峠を開いたことが始まりとされている.  その後上杉藩によりいわゆる十三峠が整備され, 羽越間の交易に使われていたという. その峠の一つに小国町の黒沢と市野々を結ぶ「黒沢峠」がある. この峠の特徴は敷石が並べられていることである. 1878年には英国の女性イザベラ バードが東北日本を縦断した際, この峠を越したことが記録されている. 1884年に明治政府が新道（旧国道113号線）を開通させたことにより, これらの峠はその役割を終えた. 　　

　その後, 古道は放置されていたが, 近年地元の保存会が各峠の保存管理に当たり, 遊歩道として復活させている. 中でも黒沢峠はその敷石に趣のあることから, ｢歴史の道｣, 「癒しの道」としての人気が高い. 

　この峠の特徴である敷石に関して, 「黒沢峠敷石保存会」の事務局長で, 筆者の一人である保科は, 二つの疑問をもった. それは, 敷石に不可解な孔があることと, 敷石の採石場の特定である. 両者は保科により解釈がなされてはいるが, なお専門的視点での検討を要する, として本調査がなされた. 
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図１　 黒沢峠と特有の敷石
岩石の孔などの形状

　敷石の表面には時に孔が見られる. それらのうち, 最も孔が多く見られたものは, 図2のとおりである. 

[image: image2.jpg]



図2　敷石の孔の状況　上より, 敷かれた状態, 掘り出して裏返しの状態, 90°回転した状態. 最下段はその上の写真の矩形部の拡大の裏と表

　孔の断面はほぼ円形で, 直径は1〜8cm程度である. 小径孔ほど底まで浅い傾向があり, 敷石を貫通しているものは大径に限られる. 孔の伸びる方向は図２の下段に示すように一定していない. 

　他方, 敷石として採取・加工される前の大石の表面にも孔などが見られる. それらの形状をもつ大石は図３に示す場所において比較的集中して見ることができる. 
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図3　黒沢峠と敷石に加工される前の大石の集中場所

　西側のニラ畑付近では谷付近と尾根付近にそれぞれ直径が3ｍを超すような大石が幾つか散在している（図4）. 
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図4　ニラ畑付近の大石　上段：尾根部, 下段：谷部

上段の尾根部の石は層理面に沿って孔が連続しているが下段の谷部の石の孔は層理面方向とそれに直交するようなものが見られる. 

　峠の頂部付近では, 大石が連続的にやや密に露出している場所がある. 斜面の頂部に近い場所とそのやや下方とに分かれて露出している（図５）. 上の大石の表面は垂直方向のU字断面をもつ溝と層理面に沿って窪んだ溝, それに蜂の巣状の孔が点在するなどの多様な表面形状が見られる（図５上）. 他方, 下方の石には層理面に沿って点列状に孔が見られる（図５下段）. このうちの一つは点列する孔が規則的であることから, 採石途中の鑿（のみ）の跡とも考えられている（図５下段左）. その他, ここの石の表面には, スプーンで浅くえぐったような凹面の連続や, 浅い円形の凹面が点在なども認められる. 

石の表面形状と岩質
　敷石や大石の孔などの形状は, 一部規則的であること
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図5　峠の頂部付近に露出する大石　上段：頂部, 下段：

　　　斜面中部　ここの大石の表面には多様な形状の孔　　

　　　や凹みが見られる

から, 人為的な疑いも生ずるが, 自然に形成されたもの
としてその成因を考えてみた. 石の岩質は中粒〜粗粒砂

岩でその多くは葉理が発達している. 孔などの表面構造は堆積時に形成されたものとは考え難く, 風化の過程で生じたものである. 風化も物理的な風化よりはむしろ化学的な風化, すなわち, 水による溶食が疑われた. すなわち, これらの石は溶食であるなら, 水に溶けやすい炭酸塩鉱物からなる石灰岩の可能性がある. このことを確かめるため, ニラ畑の谷部から試料を採取した（図３の×地点）. この試料は塩酸液の滴下によって発泡が認められたので, 方解石などからなる石灰質砂岩であることが判明した. この岩石の一部から薄片が作成され, 偏光顕微鏡で観察された. 観察像は図６に示されるとおり, 構成鉱物としては, 劈開の発達した多色性のある方解石が多く, 石英粒子も認められた. また, ときに石灰質のプランクトンの化石が認められた. 
 以上により, 黒沢峠の石の表面の孔などの形成は, 雨水などによる石灰岩の溶食の跡と考えられる. 

石灰質砂岩の正体

　黒沢峠周辺の地質は山形県（1971）, 幡谷・大槻（1991）, 高橋（1993）によれば, いずれも中部中新統の明沢橋層である. しかしながら, この累層中に石灰質砂岩の介在
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図6　黒沢峠の岩石の顕微鏡写真
の記載はない. 黒沢峠を外れて南部の玉庭図福内では叶水や市野々周辺には沼沢層の最下部に砂岩部層（N1）があり, それが叶水付近では石灰質砂岩で基底層とされている（柳沢・山元, 1998）. 石灰質な砂岩は東北日本の新第三系の堆積物としては一般的なものではなく, 存在すればある地域の特徴的な地層として注目される. 例えば佐渡の中部中新統の下戸層中の平根崎の貝殻・有孔虫石灰岩（島津ほか, 1972）, 能登半島の七尾石灰質砂岩な　
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図７　小国町叶水の石灰質砂岩（N1）露頭
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図８　叶水の石灰岩の顕微鏡写真

　　　a：方解石の自形結晶, b：微細な方解石の基質, c：　　

　　　方解石の粗粒結晶に含まれる微細な方解石,  qtz：

　　　石英, 　pl：斜長石, 　cal：方解石

どいくつかの石灰質砂岩（上ほか, 1981）をあげることができる. 黒沢峠の石灰質砂岩は柳沢・山元（1998）の砂岩部層（N1）の可能性があり, 叶水付近でその観察を行った. 

　図７は基督教独立学園高等学校東部の横川左岸の露頭である. 層理の発達する優白色の粗粒砂岩が20mほどの厚さで急崖を形成している. 岩質は肉眼的には分級度の悪い砂岩で, 径2cm程度の礫から粘土をも含む. 石英や方解石の粒子が認められるが, 塩酸にて発泡があるので, 石灰質の砂岩である. 薄片による顕微鏡像は図８に示す. 黒沢峠のものに比べて方解石は自形（菱面体）が多く, 微化石は見られなかった. 
　黒沢峠と叶水の石灰質砂岩のX線解析結果は図９に示すように, 両地点とも方解石の強い反射と石英の反射が認められた. 
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図９　黒沢峠と叶水の石灰質砂岩のX線解析

　以上両地点の石灰質砂岩は粒度が叶水の方が粗く, 礫質ではあるが, 両者は類似した鉱物組成でもあることから, 同一層準の地層と考えられる. 

　従来の地質図（例えば山形県の手ノ子図幅, 1971）での黒沢峠周辺の地質は, 柳沢・山元（1998）による地質図（玉庭図幅）の精度はない. また, 黒沢峠周辺地域は地層の露出が悪く, 精度の良い地質調査は望まれない. そこで精度の良い玉庭図幅の地質図の北限の外に黒沢峠に近いので, 同図幅内で黒沢峠の砂質石灰岩と同層準と思われる砂岩部層（N1）（以後「N1」と略称する）を, 図幅外の黒沢峠付近まで地質構造と地形を元にその分布を延長した. N1は図10に示すように, 黒沢峠頂部付近に分布するはずである. すなわち, 叶水から北方に延びる地層と市野々向斜を対称としてその西翼に露出する地層とである. 両者の正確な関係は推定の域を出ないが, 黒沢峠の頂部付近にN1が分布していた可能性は高い. 
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図10　地質図（玉庭図幅：柳沢・山元, 1998）より推

　　　定した黒沢峠付近の地質図　　A：黒沢峠岩石試料

　　　採取地点, B：叶水岩石試料採取地点

　

　ところで, N1は沼沢層の基底部とされている（柳沢・山元, 1998）. 小国地域での中期中新統としては, 海進期の干潟や浅海性の環境を示す明沢橋層と, その上位で泥質岩を主体とし, 深海化の環境を示す沼沢層との発達がある. こうした明沢橋層と沼沢層を浅海相と深海相として位置付けるならば, N1は, 浅海成であるので明沢橋層上部とすることも可能である. 明沢橋層はその模式地が沼沢付近の明沢川床付近にある. この付近の明沢橋層からは干潟の貝類群集の産出がある（阿倍ほか, 2006）. さらに, 同地区の明沢橋層のカキ貝化石の産地からはマングローブの花粉化石の産出が報告されている（山野井ほか, 2008）. これらのことから, 明沢橋層堆積当時は亜熱帯的な環境にあったと考えられている（山野井ほか, 2008）. N1の堆積時もこれらの明沢橋層に含めるならば, 当時の古地理は図11のように復元される. すなわち, 黒沢峠の石灰質砂岩は当時の亜熱帯的な気候の元, 暖かい浅海で堆積した地層と考えられる. 
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図11　明沢橋層堆積当時の古地理
山体の大崩壊

　黒沢峠周辺（黒沢川流域）一帯につき, 露頭情報を得るために, 空中写真にて立体視観察をした. その結果, 大崩壊地形や地すべり地形を確認することができた. それらは図10に合わせて表現しておいた. 大崩壊地形は頭部の輪郭は明確であるが, 内部の侵食が進み, 崩壊残土は, その構造を残していない. こうした形状は, 子持トンネル北方にある地すべり地形（図10）と比べてもかなり古い崩壊地形と考えられる. 大崩壊の時期は村山地方の奥羽山脈の大崩壊時期の頃（山野井, 2005）とすると, 50万年前頃と考えられる. 
　こうした崩壊地形と石灰質砂岩の分布を合わせて考えると, 次のようになる. すなわち, 黒沢峠の頂部の分水嶺付近に分布していた石灰質砂岩は, その上下の地層よりは硬かったため, ケスタ地形を作り, 急斜面となっていた. しかし, 急斜面は安定の限界を超え, 北西方向に大規模な山体崩壊を起こした. 崩壊土塊は黒沢川水系の下流に移動し, 硬質な砂岩の岩塊は転石となって斜面一帯に散在した. その後も水系内の侵食は続き, 転石の一部は再移動したものもあった. 地表部に露出した転石は永年の雨水による侵食を受け, 孔が穿たれるなど, 石灰岩特有の溶食侵食を受けた
敷石の採石

　時が過ぎ, 人の往来のため峠の小径として, 利用されるに当たり, 敷石の利点が見出されて石灰質砂岩が活用されることになるが, この際の採石方法を考えてみたい. 　

　大崩壊後に地表に露出した転石は, 不安定な斜面のものはさらに侵食を受けて再移動したであろう. 他方, 安定した斜面で堆積場に置かれた転石は風成層によってローム質層で覆われた（図12）. こうした状況でもなお地表に露出する転石は斜面上部や中部では風成層に覆い尽されることない比較的大きな石であったに違いない. 他方, 侵食が勝る斜面下部の谷の周辺ではローム質層に覆われることなく大小の転石が露出し続けたはずである. 
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図12　古屋敷東方の小径の法面に現れた埋積されていた転石
　こうした転石の状況を考えると, 当時の人が, 敷石を容易に採取できる場所は斜面下部の谷部周辺と考えられる. 峠の小径はほぼ尾根に近い場所が選ばれているので, そうした小径へ石材を運搬したに違いない. すなわち, 峠道の両翼の谷部に露出していた転石を現地で割断し, 必要とする直近の小径に運び上げたと考えられる. 転石の割断はまずは葉理（層理）の明らかなものが選ばれたはずである. それは葉理面に沿って幾つかの平鑿を打ち込めば, 容易に割れる特性があるからである. こうして敷石の厚さが決められ, 次に長辺が切られ, 最後に短辺が整えられて運搬されたものと思われる. 峠道の敷石の周辺に石材の破片がほとんど見られないことは, 整形場所が敷石の場所から離れていたからであろう. 

　峠の黒沢口は谷部に当たる. ここには大小いくつかの転石が散在している. こうした転石から石材が選ばれてその場付近で加工されたに違いない. 図14はその候補に挙げられそうな転石である. すでに葉理面から割れていて, この面で容易に割れることの見本である. 黒沢口の谷部にはこうした転石がモニュメントのように残る. 当時の人々が後世に残した採石のヒントのようにも思える. 

石孔の謎
　最後に石孔について付記しておきたい. それは前述の円筒状にくりぬかれた孔は石灰の溶食でないと形成されないことを前提に調査を進めてきた. その結果, 石は石灰質砂岩であることが判明したが, 孔の形成のメカニズムまで明らかにできたわけではない. これは今後の課題として残したい. 
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図13　黒沢口付近で, 葉理に沿って割れる転石
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